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今回欠席となりまして、誠に申し訳ありません。事前に配布頂いた資料をもとに、ご要
望のございました、資料２の p. 12に関連して、いくつか意見やコメントを申し述べます。

図 1: 「【資料 2】新たな国土交通省技術基本計画の方向性について」１２ページ

1 「DX」、「デジタル・トランスフォーメーション」
表記を統一したほうがよいかと思いました。
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2 「分野間・産学官の連携」
� 第６期科学技術イノベーション基本計画のページにも多く書かれているように、「サ
イバー空間とフィジカル空間の融合による持続可能で強靭な社会への変革」が科学
技術全般にとっても中核となる理念になっておりますので、「国土交通省技術基本計
画」においては、まさにそれを実現具体的な計画になることを望みます。国交省内
でいかにデータを利活用するのか、また国交省外でもいかにデータを使っていただ
くのか、分野間を連携したデータ連携基盤やプラットフォームは極めて重要だと思
います。

� その上で、霞が関の省庁で言えば、サイバー空間（デジタル庁、総務省、経産省、
等）とフィジカル空間（国交省等）を所管する部署が異なります。この枠を超えた
取組こそが、今後の重要なポイントですので、これまで以上に省庁間連携、また国
交省内の局間の連携も密接に進めていただきたいと思います。

3 「フォローアップ」、「国際性」
� フォローアップのやりかたに対するコメントです。今回も、多くの項目のフォロー
アップの結果が見られることは良いと思いますがA, Bという評価レベルが記され、
また当初の設定した目標の達成状況や作業の進捗の具合が述べられています。もし
も可能であるならば、同分野に関して、世界と比べた競争力として世界優位性がど
の程度あるのかという空間軸方向の比較と、第３期基本計画の時代と比べて何がど
の程度よくなったのかという時間軸方向の比較が、どこかでなされると、国交省様
で取り組まれた活動の成果がよりアピールできるのではないかと思いました。

4 「人材育成」
� 人材育成については、「デジタル技術」のスキルの要素が、何らかの形で入ることが
重要と認識されていると思います。デジタル技術へのリテラシーであるとかコンピ
テンシー（competency）そのものも重要ですが、より重要なことは、国土交通的な
課題を、データやデジタル技術を使って解決しうる数理的な問題にブレイクダウン
できる人材が必要で、そこが現在圧倒的に足りない気がします。データやデジタル
技術で、問題を「解く」・課題を「解決する」人材の前過程の、国土交通的課題を数
理的な問題や課題に展開できる人材育成が求められると思います。

5 「広報」
� 広報については、最近とても感じることは、全般的に国自治体等の広報が、若い世
代に訴求できていないことを感じます。若い世代に訴求できることが、その分野の
未来には不可欠だと思います。既に、テレビ、新聞等を購読視聴しなくなった、近
年の情報行動に適合した広報方法が求められると思います。

 
以上です。 
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